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　緊急性のない軽症者の救急出動要請で、救急
病院に患者が集中し、本当に必要な人の搬送先病
院がなくなることが全国的に問題となっています。
また、救急車の出動件数が年々増加しており、搬
送先病院の調整で、救急車の現場待機が長くなる
ケースも増えています。津市でも、昨年中の救急
出動件数1万2,224件のうち、入院などを必要と
しない軽症者は約54％を占めました。
　重症患者を迅速に病院へ搬送するという119
番通報の本来の使命を、もう一度考えてください。
軽いけがや病気（手足の擦り傷、歯痛、風邪など）

の場合は、自家用車やタクシーなどでかかりつけ
の病院へ行きましょう。そして、本当に救急車を必
要としている貴い命を救うことに、ご協力をお願
いします。
こんなときは119番通報を
・意識がなかったり、もうろうとしているとき
・呼吸をしていないとき
・激しい頭痛・胸痛・腹痛のとき
・けいれんが起こったとき
・大量の出血・広範囲のやけどのとき
・交通事故に遭ったとき
・高所から転落したとき
・食べ物を喉に詰まらせ、呼吸が苦しいとき

　119番通報は、消防本部が火災や救急事案など
の災害発生を知る窓口です。皆さんからの正しい
119番通報が、迅速な消防活動につながりますの
で落ち着いて答えてください。　

　場所が判明した時点で、すぐに消防車または救
急車を出動させます。

　出動した消防（救急）隊の円滑な活動を支援す
るため、次の内容をお聞きしますので、落ち着い
て説明してください。

119番通報は落ち着いて的確に

救急の場合

「救急車はタダだから…」
「仕事が忙しくて病院に連れて行けない…」
安易な119番通報で重症患者が後回しに

「救急車はタダだから…」
「仕事が忙しくて病院に連れて行けない…」
安易な119番通報で重症患者が後回しに

　救急車を呼ぶほどの症状ではないが、かかり
つけ病院が休診時間などで診察してもらえない、
しかし少しでも早く診察を受けたいときは、救
急医療情報案内をご利用ください。

救急医療情報案内
　256-1199

問い合わせ　救急対策室　　254－1603　　256－7755

問い合わせ　通信指令課　　254－0119　　256－4100

●119番通報の仕方

指令センター

火事です（救急です）
（いずれかを、ハッキリと伝えてください）

○町○丁目○番地です

○○スーパーの隣です
（近くにある大きな目標物を伝えてください）

通報者

119番消防です
火事ですか？救急ですか？

消防車(救急車)が向かう場所は
どこですか？

近くに大きな目標となるものは
ありますか？

指令センター

例：〇階建ての１階台所付近が
　　燃えています

例：１人暮らしの人が１人いま
　　す

例：近くの山に燃え移りそうで
　　す

○○ ○○です

通報者

何が燃えていますか？

逃げ遅れた人はいませんか？

他の家などに燃え移りそうで
すか？

最後に、通報した方のお名前
を、お聞きします。

指令センター

例：〇歳の〇性

例：昨夜から高熱が出て、手足
　　がだるい

例：○○症を患っています
　　（過去の病気や、かかりつけの病院が
　　　あれば言ってください）

例：あります

○○ ○○です

通報者

年齢は、性別は？

どのような状態ですか？

意識・呼吸はありますか？

既往歴はありますか？

最後に、通報した方のお名前
を、お聞きします。

火事の場合
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三重短期大学

地域連携講座

地研セミナー

　三重短期大学では、各種講座やセミナーを開催し、日頃の教育研究
の成果を発表します。奮ってご参加ください。
参加費　無料
申し込み　住所、氏名、電話番号、希望講義名を郵送または電話・ファ
　クス・メールで三重短期大学地域連携センター（〒514－0112 一身田
　中野157、　232-2341＠city.tsu.lg.jp）へ
※受講はがきなどは送付しません。開場時間は、いずれの講座も下
　記開始時間の30分前とします。

■地域連携「高山」講座
地域の身近な話題を本学教員や専門家が分かりやすく解説します。

■地研セミナー
三重短期大学地域問題研究所の研究成果を発表します。

　ミニ講義・実験・実習やキャン
パスツアー、個別相談会などを
通じ、三重短期大学の魅力を紹
介します。
　法経科第2部では、一般学生
から社会人、主婦まで幅広い人
たちが学んでいます。高校生だ
けでなく働きながら学びたい人、
時間ができてもう一度学びたい
人など、ぜひ、ご参加ください。

と　き　いずれも13時～16時
●8月8日（月）
　法経科第1部・第2部
●8月9日（火）
　生活科学科食物栄養学専攻
●8月10日（水）
　生活科学科生活科学専攻

問い合わせ　三重短期大学　　232－2341　　232-9647

問い合わせ　三重短期大学地域連携センター　　232-2341　　232-9647

三重短期大学
オープンキャンパス
三重短期大学
オープンキャンパス

あなたの一言が国の制度や仕組みを変える�
～行政相談委員制度50周年～�
講師　高見雅博（三重行政評価事務所行政相談
　　　課長）ほか現役行政相談員　�
案内　藤枝律子（三重短期大学法経科講師）

行政相談委員は、国の行政に関する苦情や意見要望を
受け付け、その解決促進に当たっているボランティアです。 
本講座では、相談事例の中から制度が改善された事例な
どを紹介し、相談も受け付けます。

不登校児童や学校内暴力、要保護生徒の増加など教育
を取り巻く環境は厳しさを増す中、家庭や地域における教
育力が低下していると実感する親は８割に上ります。本講
座では、シンポジウムを通して家庭や地域、学校で、いかに
子どもと向き合えばよいのか考えます。

ワークショップを通じて、自分のパーソナルカラ―（自分に
似合う色）を体感し、色で考え、色で表現する感性コミュ
ニケーションを身に付け、豊かな人間関係づくりを考えます。

８月27日（土）�
14時～16時

アスト津�
会議室１�
先着60人�
行政相談は�
会議室２�

９月３日（土）�
昼の部14時～16時�
夜の部18時～20時�

（内容はいずれも同じ）

アスト津�
会議室１�
先着各30人�

アスト津�
研修室Ａ�
先着60人�

９月４日（日）�
14時～16時

テーマ・講師 と　き ところ・定員 内容

明治期からの津のまちづくりをたどり、地方都市津市の誕
生・拡大、まちづくりの考え方や方法、農村整備の歴史に
ついて首都東京の都市計画の場合と比較しつつお話しま
す。

８月６日(土)�
14時～15時30分

アスト津�
会議室３�
先着24人

テーマ・講師 と　き ところ・定員 内容

津の「まち」づくりの歴史と未来�
講師　岩田俊二(三重短期大学生活科学科教授)

カラー・コミュニケーション�
～私を変える色～�
講師　伊藤明子（Ａ・Ｂクリエイトカラーアナリスト）
案内　平尾竜一（三重短期大学生活科学科准教授)

現代において求められる子どもとの関わり方�
講師　永島聡（神戸常磐大学保健科学部臨床心
　　　理士）ほか�
案内　今井伸和（三重短期大学生活科学科准教授)　


